別紙－３（参考１）
考査項目別運用表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検　査　員）

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	投入管理（港湾）
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	· 評価対象項目

□　施工区域標識等を表示して施工していることが確認できる。

□　トータルステーション，レベル，音響測深器等の検定が行われていることが確認できる。

□　音響測深機等のバーチェック等が行なわれていることが確認できる。

□　検潮表示板等が適正に設置管理されていることが確認できる。

□　測深作業の管理がチェックリスト等を用いて実施されていることが確認できる。

□　投入可能量・実投入量が多面的・合理的に管理されており，資料も整備されている。

□　個々の土砂の受入管理が提出資料の管理及び受入に係る外観検査共に適正に行われており，そのことがチェックシート等の管理資料で確認できる。

□　投入区域の選定が，埋立工事全般において合理的なものとなっており，そのことが資料により確認できる。
□　個々の投入指示が適切に行なわれており，投入指示の記録が整備されている。
□　濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認できる。

□　護岸の安定等に係る動態観測が適正に行われており，その記録から周辺構造物への悪影響が無いことが確認できる。
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□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●判断基準
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※　評価値が90％以上・・・・・・・・・ａ

※　評価値が80％以上90％未満・・・・・ａ’

※　評価値が70％以上80％未満・・・・・ｂ

※　評価値が60％以上70％未満・・・・・ｂ’

※　評価値が60％未満・・・・・・・・・ｃ


	
	


別紙－３（参考２）
考査項目別運用表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検　査　員）

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	浮函及び連絡橋製作・設置工事
(係船杭工事は基礎工事に準じる)
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	· 評価対象項目

【製作関係】

□　材料の品質規格証明書が整備されている。

□　材料の保管管理が適切に行われていることが確認できる。(鉄筋，鋼材ほか)　

□　設計図書に基づくコンクリートの配合試験及び試験練りが行われており，適切なコンクリートの規格(強度・W/C・最大骨材粒径・塩基総量等)が確認できる。　

□　コンクリート打設時に必要な供試体を採取し，強度・スランプ・空気量等が確認できる。　

□　コンクリート供試体が当該現場の供試体であることが確認できる。

□　コンクリートの打設が施工条件及び気象条件に適した運転時間，打設時の投入高さ，締固め時のバイブレーターの機種，養生方法等，適切に行っている(寒中及び暑中コンクリート等を含む。)

□　型枠，支保工の取り外し時のコンクリート強度が適正に管理されている。

□　鉄筋（鋼材等）の組立・加工が適正であることが確認できる。

□　スペーサーの材質が適正で，品質が確認できる。

□　スペーサーを適切に配置し，鉄筋のかぶりを確保している。
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□　コンクリートの木コン及び打継ぎ目について外面防水工を施工していることが確認できる。

□　装置（機器）のキャリブレーションが実施されている。(緊張及び高力ボルト締付工に関するもの)

□　緊張及びグラウト管理が適切に実施されている。

□　プレストレッシング時のコンクリート強度が適切であることが確認できる。

□　主要部材の自由縁が規定どおり面取りされている。

□　ボルトの締付け確認が実施され，適切に記録が保管されている。

□　溶接作業にあたり，作業員の技量確認を行っている。

□　塗装する面が乾燥状態であることが確認できる。（重ね塗りの場合を含む。）

□　ケレンが入念に実施されていることが確認できる。　

□　塗料の空缶管理が，写真等で確実に空であることが確認できる。

□　気密試験が行われており，適切に施工されていることが確認できる。

【設置関係】
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□　浮函の乾舷が設計どおり適切に施工されている。

□　浮函・連絡橋の設置位置に対して適切な管理を行っている。

□　浮函・連絡橋の管理において，大潮の満潮時及び干潮時に，２潮以上，間隔をあけ測定している。

□　係船杭のローラーが浮函との適切な遊間を有してボルトで適切に締付けされている。

□　現場溶接が適切に行われていることが確認できる。

□　現場塗装が適切に行われていることが確認できる。

□　敷鉄板の下に空洞がなく密着して設置されている。
□　有害なクラックが無い
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□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
	


別紙－３（参考３）
考査項目別運用表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検　査　員）

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	防食工事

（港湾）
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	· 評価対象項目

【電気防食工関係】

□　品質や性能確保のための製作着手前の技術検討が十分実施され，内容が確認できる。

□　材料の品質照合がミルシート等（現物照合を含む。）で確認でき，満足している。

□　部品の品質，性能が証明書等で確認でき，満足している。

□　機器の品質，機能，性能が成績書等で確認でき，満足している。

□　ケレンが入念に施工されていることが記録により確認できる。

□　溶接管理が設計書のとおり実施され，内容が確認でき，欠陥が無く満足している。

□　塗装管理が設計書のとおり実施され，内容が確認でき，欠陥が無く満足している。

□　製品の機能，性能管理が設計書のとおり実施され，内容が確認でき，欠陥が無く満足している。

□　操作制御関係が，所定の機能を有しているとともに，必要な安全装置，保護装置の機能が確認できる。

□　設備の総合性能が設計図書のとおり確保され，内容が確認でき満足している。
【FRPモルタルライニング，ペトロラタムライニング，コンクリート被覆関係】

□　共通仕様書に記載されていない項目について，管理基準等が施工計画書に明記されている。
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□　材料の品質規格証明書が整備されている。

□　工程ごとの施工管理がチェックリスト等を用いて実施されていることが確認できる。

□　ケレンが入念に施工されていることが記録により確認できる。

□　ケレン後，速やかに被覆防食の施工が行われていることが記録により確認できる。

□　モルタル注入，コンクリート打設は，型枠取付後速やかに行われ，型枠内に完全に充填されたことが確認できる。

□　ペトロラタムペーストの塗布及びテープの巻き付けが適正に行われていることが確認できる。

□　保護カバーの設置が適正に行われていることが確認できる。

□　材料の入荷管理，使用量管理及び入荷材料の養生が適正に行われていることが確認できる。
【防食塗装関係】

□　材料の品質規格証明書が整備されている。
□　塗装する面が乾燥状態であることが確認できる。（重ね塗りの場合を含む。）

□　ケレンが入念に実施されていることが確認できる。　
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□　塗料の空缶管理が，写真等で確実に空であることが確認できる。

□　施工時の天候，気温，及び湿度等の条件が整理記録されている。

□　塗料を使用前に撹拌し，容器底部に顔料が沈殿していないことが確認できる。

□　塗膜に有害な付着物がない。

□　塗り残し，むら，気泡，たれ，はけ目等の欠陥が無い。
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□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
	


別紙－３（参考４）
考査項目別運用表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検　査　員）

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	防潮扉
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。

· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　品質や性能確保のための製作着手前の技術検討が十分実施され，内容が確認できる。

□　材料の品質照合がミルシート等（現物照合を含む）で確認でき，満足している。

□　部品の品質，性能が証明書等で確認でき，満足している。

□　機器の品質，機能，性能が成績書等で確認でき，満足している。

□　溶接管理が設計書のとおり実施され，内容が確認でき，欠陥が無く満足している。

□　塗装管理が設計書のとおり実施され，内容が確認でき，欠陥が無く満足している。

□　製品の機能，性能管理が設計書のとおり実施され，内容が確認でき，欠陥が無く満足している。

□　操作制御関係が，所定の機能を有しているとともに，必要な安全装置，保護装置の機能が確認できる。

□　設備の総合性能が設計図書のとおり確保され，内容が確認でき満足している。

□　主要部材の自由縁が規定どおり面取りされている。
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□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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	補強土壁工事

（テールアルメ，ジオテキスタイル工法等）
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	
	
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　盛土材料の土質が適正である。

□　材料の品質規格証明書が整備されている。
□　施工基面の床掘りが適切に行われ，必要以上に深く掘削するなど基面を乱すことなく施工していることが確認できる。

□　支持地盤の確認できる資料がある。

□　施工面が平滑に仕上げられている。
□　補強材が適性に配置されているのが確認できる　
□　盛土材料の締固め管理が適正に行われており，締固め度が確認できる資料がある。
□　裏込め材の充填・締固めが充分で空隙が生じていない。

□　材料のかみ合わせ又は，連結が適切で，透水防砂材が設置されており，裏込め材の吸出しの恐れがない。
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□　ブロック工の端部や隅角部・曲線部の処理が適切である。

□　材料の保管管理が適切に行われていることが確認できる。
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□　その他
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理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	


別紙－２（参考５）
考査項目別運用表
	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	魚礁工

（コンクリート一体打魚礁）
	· 品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞

[関連基準，土木工事施工管理基準，その他設計図書に定められた試験]

※　ばらつきの判断は別紙－3参照。
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており，コンクリートの品質(強度・ｗ／ｃ，最大骨材粒径，塩化物総量，単位水量，アルカリ骨材反応抑制等）が確認できる。

□　コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており，温度，スランプ，空気量等の測定結果が確認できる。

□　圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が，当該現場の供試体であることが確認できる。

□　施工条件や気象条件に適した運搬時間，打設時の投入高さ及び締固め方法が，定められた条件を満足していることが確認できる。
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（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

□　コンクリートの圧縮強度を管理し，必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っていることが確認できる。

□　コンクリートの打設前に，打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。

□　鉄筋の品質が，証明書類で確認できる。

□　コンクリート打設までにさび，どろ，油等の有害物が鉄筋に付着しないよう管理していることが確認できる。

□　鉄筋の組立及び加工が，設計図書の仕様を満足していることが確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準

□　圧接作業にあたり，作業員の技量確認を行っていることが確認できる。

□　コンクリートの養生が，設計図書の仕様を満足していることが確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　スペーサーの品質及び個数が，設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

□　有害なクラックが無い。　

□　据付の施工上の注意事項が守られている。（仕様書等による）

□　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
	


別紙－２（参考６）
考査項目別運用表
	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	魚礁工

（コンクリート組立魚礁）
	· 品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞

[関連基準，土木工事施工管理基準，その他設計図書に定められた試験]

※　ばらつきの判断は別紙－3参照。
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており，コンクリートの品質(強度・ｗ／ｃ，最大骨材粒径，塩化物総量，単位水量，アルカリ骨材反応抑制等）が確認できる。

□　コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており，温度，スランプ，空気量等の測定結果が確認できる。

□　圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が，当該現場の供試体であることが確認できる。

□　施工条件や気象条件に適した運搬時間，打設時の投入高さ及び締固め方法が，定められた条件を満足していることが確認できる。

（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

□　コンクリートの圧縮強度を管理し，必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っていることが確認できる。

□　コンクリートの打設前に，打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。

□　材料が設計図書の仕様を満足しており，品質が証明書類で確認できる。

□　コンクリート打設までにさび，どろ，油等の有害物が鉄筋に付着しないよう管理していることが確認できる。

□　圧接作業にあたり，作業員の技量確認を行っていることが確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準

□　コンクリートの養生が，設計図書の仕様を満足していることが確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　スペーサーの品質及び個数が，設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

□　有害なクラックが無い。　

□　据付の施工上の注意事項が守られている。（仕様書等による）

□　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
	


別紙－２（参考７）
考査項目別運用表
	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	魚礁工

（鋼製組立魚礁）
	· 品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞

[関連基準，土木工事施工管理基準，その他設計図書に定められた試験]

※　ばらつきの判断は別紙－3参照。
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　仕様書等で定められている品質管理が実施されている。

□　材料が設計図書の仕様を満足しており，品質が証明書類で確認できる。

□　鋼材の種別を，品質を証明する書類又は現物により照合していることが確認できる。

□　魚礁に損傷及び補修痕が無いことが確認できる。

□　据付の施工上の注意事項が守られている。（仕様書等による）

□　溶接及び切断の品質管理に関して，設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

□　溶接作業にあたり，作業員の技量確認を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準


	
	


別紙－２（参考８）
考査項目別運用表

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	魚礁工

（投石）
	· 品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞

[関連基準，土木工事施工管理基準，その他設計図書に定められた試験]

※　ばらつきの判断は別紙－3参照。
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査職員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　仕様書等で定められている品質管理が実施されている。

□　材料が設計図書の仕様を満足しており，品質が証明書類で確認できる。

□　投石帯が一様な形状に施工され，これが記録により確認できる。
□　投石帯設置の施工上の注意事項（仕様書等による）が守られている。

□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　●判断基準
	
	


別紙－３（参考９）
考査項目別運用表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検　査　員）

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	管布設工事
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。

· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目
【管布設工】
□　機材の品質及び形状が，設計図書に適合する証明書が整備されている。

□　管接合が適切に管理され，品質管理記録が整備されている。

□　施工の品質及び形状が適切な施工である。

□　ポリエチレンスリープ，明示テープ及び明示シートが適切に施工されている。

□　施工完了時の試験及び記録が適切である。

□　仕様書等（製造者も含む）で定められている施工要領等により実施されている。
【土工】
□　掘削面を必要以上に深く掘削するなど基礎地盤を乱さず適正に管理されている。

□　掘削面，既設構造物に異常がないことが確認できる。

□　埋戻し材（土）が適切で層厚管理による転圧状況が良好であることが確認できる。
【路盤工】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　設計図書に定められた試験方法でＣＢＲ値を測定していることが確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準
□　路床及び路盤工のプルフローリングを行っていることが確認できる。

【アスファルト舗装】
□　プラント出荷時，現場到着時，舗装時等においてアスファルト混合物の温度管理を記録していることが確認できる。

□　アスファルト混合物の運搬及び舗装に当たって気象条件を配慮していることが確認できる。
□　密度管理が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。
□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
	

	
	傾斜板工事


	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	
	
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　養生が適正で施工対象物や周囲の保全が行われている。

□　材料の品質規格証明書が整備されている。

□　仕様書等（製造者を含む）で定められている施工要領等により実施している。

□　材料の品質及び形状が設計図書との適切性が確認できる。

□　材料の品質照合がミルシート等により確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　

□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　●判断基準

	
	


別紙－３（参考１０）
考査項目別運用表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検　査　員）

	考査項目
	工種
	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	３．出来形

及び

出来ばえ

　Ⅱ．品質
	ポンプ設備工事
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。


	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　設備の総合性能が確保され，内容の適格性が確認できる。

□　製造者が定める規格値等を適正に確保している。

□　機器の品質，機能，性能が成績書等で確認でき満足している。

□　工場等での作業内容や状況が，報告書等で確認でき満足している。

□　養生が適正で施工対象物や周囲の保全が行われている。

□　測定機器・器具の検定等が適正に行われ，制度が確保されている。
□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●判断基準

	
	

	
	ろ過池補砂工事


	ａ
	ａ’
	ｂ
	ｂ’
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	
	
	優れている
	ｂより優れている
	やや優れている
	ｃより優れている
	他の評価に該当しない
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，監督員が文書で指示を行い改善された。
· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，かし担保による修補又は損害賠償請求を行い改善された。
	· 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため，検査員が修補指示を行った。


	
	
	●評価対象項目

□　材料の品質規格証明書が整備されている。

□　砂掻き採りのための掘削を行うにあたり，掘削面以下を乱さないように施工している。

□　施工基面が平坦に仕上げられている。

□　仕様書等で定められている品質管理が実施されている。

□　再使用の砂の保護養生が適切に行われている。
□　その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　●判断基準

	
	


当該「評価対象項目」のうち，評価対象外の項目は削除する。


削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値で評価する。


評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）


なお，削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする。








当該「評価対象項目」のうち，評価対象外の項目は削除する。


削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値で評価する。


評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）


なお，削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする。
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